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日中韓露MAX-DOAS観測網による大気中NO2およびエアロゾル連続測定

Continuous observations of NO2 and aerosols by a MAX-DOAS network over Japan, Ko-
rea, China, and Russia
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文部科学省・地球観測システム構築推進プランでは、MAX-DOAS（複数仰角太陽散乱光スペクトル計測―差分吸収測
定）装置による NO2,エアロゾル観測網を日中韓露へ展開している。具体的な測定点は、沖縄辺戸岬 (2007年 3月˜),横
須賀 (2007年 4月˜) ,韓国光州 (2008年 2月˜),中国合肥（2008年 3月˜）,ロシア・ズベニゴロド（2008年 10月˜）,ロシ
ア・トムスク（2009年 1月˜）であり、各地点で自動連続測定を行っている。さまざまな汚染レベルの大気を計測し時空
間変動の特徴をとらえるとともに、衛星観測データを検証すること、衛星観測では得られない日変化や高度分布を導出
すること、対流圏化学輸送モデルを検証することを目的としている。その結果、アジア域における大気汚染ガスに対す
る衛星観測・モデル計算の精度・信頼性を飛躍的に高めることを目指している。
本発表では各地点で得られた対流圏 NO2鉛直カラム濃度の日変化、週内変化、季節変化に注目した解析結果について

示す。横須賀では夏季は日中に濃度減少がみられるが冬季は平均的には日中に濃度増加がみられること、沖縄でも夏に
日中減少がみられるが朝の濃度に対する減少度は横須賀よりも小さいこと、韓国光州ではやや遅めに朝の極大がみられ
ることがわかった。沖縄辺戸岬では平日・週末の差はないのに対し、横須賀や光州では土曜日と平日の差は小さいが日
曜日には有意に濃度が低いことが示された。これは近傍のNOx排出の影響を受けているためと考えられ、今後排出量の
週内変動を導出するのに有用である。季節変化では基本的には冬に高く夏に低くなる傾向が見られたが、地点によって
若干極小の時期が異なることが示された。


